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東京大学木曽観測所ては 105 cm シュミット望遠鏡用の超広視野高速カメラ Tomo-e を開発している．本装置
は 84 枚の常温駆動 CMOS イメージセンサを搭載し，約 20 deg2の視野を最大 2 Hz て撮像することかてきる．
本装置では真空冷却装置を用いず，強制排気にてセンサを冷却することで軽量化を実現する．そのため，低消費
電力でのセンサの駆動が不可欠である．本講演では，2014年度に開発したコンパクトかつ低消費電力の読み出し
システムを用いたセンサの評価試験について報告する．Tomo-eに搭載するCMOSセンサは内部回路のゲインと
駆動電流をデジタル的に変更することができる．本実験ではセンサのゲインおよび駆動電流に対する読み出しノ
イズ，暗電流．線形性，フルウェルのの依存性を評価した．また，駆動クロックパターンを低電流設定に最適化
することで，センサ 1 枚あたり約 230mWの低発熱での駆動に成功した．駆動電流量の低減に伴い，読み出しノ
イズは仕様値 2.3 e−から 2 e−以下に改善された．本講演では量子効率の温度依存性の試験結果についても報告
する．


